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中国語の受動文をめぐって

大野純子

0. はじめに

受動文は，話者の何らかの目的を担って選択された一つの構文である。

その選択理由の主なものは，話者の関心が動作主にないということである。

しかし，このような時にはいつも受動文が用いられるとは限らない。世界

の言語の中には，受動文を作ることができない言語もある。また，作るこ

とはできても，様々な語用論的・統語的制約があるのが普通だ。中国語で

は英語・日本語よりその制約が多い。それで，中国語では受動文をそれほ

ど頻繁には用いない。

では，話者の視点が動作主にない時に，中国語ではどのような文が選択

されているのだろうか。その観察をするためにまず，第一章でプロトタイ

プ（原型）論の基本的考え方を述べ，受動文のプロトタイプをあげた。な

ぜ、プロトタイプ論かというと，文法現象の一つ一つを切り離して個別的に

みたのでは，他の構文，または外国語との比較が表面的なものになってし

まうからである。

次に，中国語のプロトタイプ的な受動文を示し，第二章では，そこから

少し離れた受動文，その周辺の「ある意味で受動文的な文」をみた。

（例文は中国語文法参考書，または日本の小説の中国語訳本からとり，

出典は最後にまとめて記載した。）

1. プロトタイプ論からみた受動文

1.0 プロトタイプとは何か
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ある言語現象について，世界の諸言語から普遍的な特徴を抽出したもの

をプロトタイプ（原型）とよぶ。プロトタイプ論とは，ある言語現象には

プロトタイプ的なものとそうでないものがあり，両者の相違は連続的なも

のであるとの立場から，各現象について設定したそれぞれのプロトタイプ

を使って，相互の有機的つながりを説明しようとするものである。受動文

を例にとれば，文を受動文と非受動文に分けるのではなく，典型的な受動

文を設定し，その周辺にある受動文と受動文ではない様々なタイプの文の

連続性を探るものである。

1.1 受動文のプロトタイプ

Shibatani (1985）によれば，受動文のプロトタイプは以下の通りである。

Characterization of the passive prototype. 

a . Primary pragmatic function: Defocusing of agent. 

b . Semantic properties: 

(i) Semantic Valence: Predicate (agent, patient). 

（日） Subject is affected. 

c . Syntactic properties: 

( i) Syntactic encoding: agent→ゆ（notencoded). 

patient→ subject. 

（日） Valence of P〔redicate〕： Active= P / n; 

Passive = P / n-1 

d . Morphological property: 

Active = P; 

Passive = P〔＋passive〕. (p.837) 

柴谷は受動文の主機能が「動作主の非焦点化Jにあると考えている。こ

れは受動文を作ることができない言語を除いて，諸言語に共通して見られ

る特徴である。受動態は能動態に比べ結合価（Valence）の減少を伴う。具

体的に述べると，受動文は動作主を必須構文要素とはしない。日本語や中

国語，英語などでは，動作主を斜格名詞句として受動文の中におくことが

できる。形態面では，受動文の述語は能動文の述語に対して有標であり，
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受動の意味を示すなんらかの形態素を含む。

従来，英語などにおいて受動文を「目的語の主語化，目的語への視点の

移行による目的語の題目化」ととらえることが多かった。柴谷は，それで

は世界の諸言語の受動文の生起を説明できないと，いくつかの点で反論し

た九その中で，中国語に関係する点のみをあげると，従来の考え方では，

「純粋な題目化と受動化の区別がつけられなし、」こと，「多くの言語に見ら

れる，受動文と自発・可能・再帰・敬語・複数など諸構文との連続が説明

できなし、j ことの二点である。

1.2 中国語の受動文

柴谷によるプロトタイプの設定から考えると，中国語の受動文で最もプ

ロトタイプ的なものは以下のような‘被字句’とよばれるものである。

1 他被故人美了四年。

（彼は敵に四年間監禁された。）

中国語は世界の言語の中で最も普遍的な対格型言語なので，受動文は能動

文と対立する。‘被’は基本的に好ましくないこと，不本意なことに使わ

れるが，近年は外国語の翻訳の影響で中立，またはプラス感情の際にも用

いられることがある。‘被’は書面語で，‘叫 辻，給’は口語である。

‘被字句’は，動作主を文中に表すことができるが，話者の関心がなけれ

ば表さなくてもよい。‘叫，辻’では動作主は必須である。

中国語にはその他に受動のマーカーがない「自然被動文」といわれるも

のがある。これは，

2 一本有（小李）掌走了。

（本は（小李が）持って行った。）

3 向題解凌得好。

（問題はうまく解決された。）

のような文で，動作の受け手が特定のもので，なおかつ動作の方向性が

はっきりしている時にしか使えない。（「本が小李を持って行く」ことはふ

つう考えられない。）自然被動文と云われるものは，確かに 1.1で述べた

「動作主を主格からはずすJとしの受動文のプロトタイプにかなっている。
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しかし，これらの中には主題文，説明文も含まれているので，必ずしも全

部が受動文であるとは言い難しぺ

2. プロトタイプの周辺の文

‘被字句’は中国語の中でそれほど頻繁には用いられない。以下に，日

本語の受動文を中国語でどう表しているか，例をあげて，中国語受動文の

プロトタイプの周辺にどのようなものがあるかをみていきたい。

2.1 日本語の間接受動文と中国語の処理

間接受動文とは，受け手が関与しない一つの事象を補文としている。日

本語では「父が死んだ→彼は父に死なれたJのように受動文が作られる。

中国語の受動文には直接受動文と間接受動文の区別がない。では日本語の

間接受動文で表されるような事柄を，中国語ではどのように表現している

のだろう。

日本語の間接受動文は以下の三つに分類できる。

① 受け手の身体部分についての受動文

4 その肩先がポンとたたかれる。

中国語では，以下に見るように迷惑の意味がない場合，能動文で示すのが

普通である。

4’有人経経地拍子他一下肩跨。（大河内1982より）

迷惑の意味がある時は‘被字句’で表す。

5 彼は弾丸に指を撃ち落とされた。

5’他被子弾打掠子手指夫。（豊嶋1988より〉

② 所有の受動文

受け手が実際に，または精神的に所有するものやことについての受動文。

6 私は先生に子供を褒められた。

このタイプについても例文5のように言うことができれば，問題はないわ

けである。ところが，

7＊他被散人作傍了該子。

（彼は敵に子供を爆撃された。）
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は言えない。同じように，

B＊花子被太朗打破了眼鏡。

（花子は太朗に眼鏡をこわされた。）

も言えない。（ただし，このようなタイプの文は，方言によっては言えるも

のがあったり，判断も人によってばらつきが見られる。〉以下の 9は比輸

的な表現で，「古傷Jを身体部分と見るか，精神的所有物と見るかの問題も

あるが，‘被字句’である。

9 駐在巡査は古傷に触れられたような顔をした。

（駐村警察里現出被人触痛了紡痕似痛苦表情，～） (1) 

③は純粋な間接受動文である。「彼は六歳の時父に死なれたJを中国語

で

10＊他六歩吋被父奈死了。

とは言えない。では日本語の③のタイプの間接受動文も，主語の変換をし

て能動文で表すしか方法がないのだろうか3）。まず，大河内 (1982）による

例文11～13，その他を見ていただきたい。

11 こう降られては鶏もかわいそうなものだ。

→這ネ下的i舌，喝也可怜現。

12 両親に死なれてから，ここの家の世話になっております。

→因均父母双亡，所以住到迭JL来了。

13 へべれけになって暴れられてたまるもんですか。

→喝酔了胡同窓ゑ行。

14 夫に先立たれ，年金と近くの自動車部品メーカーでパートとして働

いて得るわずかな金で生活し，小さな借家でひとり住まいしている

伯母は，～

（娯父巳去世，娯婚葬葬老金和在附近汽草零件制造「打零工所得的

微薄牧入度目，孤身一人住在一所租来的小房子里。） (2) 

11は「（雨が〉こんなに降ってはJ,12は「両親が死んだので」， 13は「（あ

る人が〉へべれけになって暴れるのがJ,14は「夫が死んで」のようにいず

れも能動文に訳している。迷惑の意味は単に語葉的なものから来ている。
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③のタイプはよく「迷惑Jを表すとされているが，以下の15,16は文脈次

第で，「迷惑jにも「ありがた迷惑Jにもなる。

15 またこの上に課長に来られては，身の置き所がなくなってしまう。

（様居想，如果科長也真地来了，那就更是元地自容了。〉 (3) 

16 駅前には車が待っていた。原釜（地名）とは天地の違いである。こ

うまでされては辞退できない。棟居は先方の親切をうけることにし

た。

（汽草巳在草姑前面等着他的了。迄同原釜相比，真是天壌之別。既

然如此，係居也就元法推辞，只好接受他的的盛情了。） (3) 

中国語ではこの「ありがた迷惑」の気持ちを統語的に表す方法はなさそう

だ。

2.2 ‘譲’

日本語の間接受動文を中国語の能動文以外で表現する時に‘辻’がよく

用いられる。次にその例をあげる。

17 「感心している場合じゃない。彼に風巣へ逃げ帰られたら，まずい。

すぐ追うんだ」

（“眼下不是侃服的吋候，辻他地田氏巣就糟了。迩不快追！”）

(1) 

18 しかし，彼に生きていられては，私たち（私と克子）はいっしょに

なれない。

（但是，想到辻他活下去，我和克子就不能団衆； ～） (2) 

19 「わたしは千坂や良春にとってダイナマイトをかかえているような

存在です。生きていられては最も好ましくない人間でしょう。」

（“対子千坂和良春来i見，我好象就是他的身迫的ー頼定肘作弾，恐伯

他i円最不思意的就是辻我活着了。”） (3) 

20 うっかりしてあいつに逃げられてしまった。

（不注意辻他胞了。） （楊1989)

受動のマーカー‘辻’と‘被’が大きく違うところは，前者は使役の

マーカーを兼ねているが，後者は受動専用のマーカーであるということで
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ある。そのため，中国語の受動文と使役文の関係は，日本語の受動文と使

役文の関係と違うのではないかと推測される。以下の例文はその推測を裏

づけるもので，日本語の受動文の訳に使役専用のマーカー‘使’を使って

いる例である。

21 乗客に車内で急死された帆足忠介は，さんざんな目にあった。

（乗客突然死在草里，迄使帆足忠介倒了大草。） (3) 

次の節で両国語の受動文と使役文の関係を見てみたい。

2.3 受動文と使役文

間接受動文と使役文はあるコトを補文にとるという点で共通するものが

ある。受動文の主語は結果的に意志を持たず，使役文の主語は意志、を持っ

て行為者となる。

中国語の受動のマーカー‘叫，辻，給’はもとは使役のマーカーで，「X

ガYニVサセル」→「Vスルコトヲ許ス，ススメル，譲ル，与エル」→

「VサレノレJのような段階をふんで受動のマーカーにもなった。‘使’は

書面語，‘叫，辻，給’は口語というように区別されているが，両者の違い

は実はそれだけではない。楊 (1985,1989）によれば，‘使’は使役者が被

使役者の動作，作用を引き起こした原因である場合にのみ使われる。それ

で，例文21の間接受動文は，中国語では‘使’を用いた使役文で表現され

ている。以下も同じような例である。

22 裁判所が自衛隊の実態を調べるために防衛文書の提出を命じたが，

防衛庁が「国家機密jを理由に提出を拒否したために審理が打ち切

られてしまった。

（裁判所苅了了解自主臥的現状，作出提供防主文件的i央定，但防豆

庁以“国家机密”うも由拒絶提供，使宙理中断。） ( 4) 

23 「昔の中国人妻が現われたところで家庭を破壊されるというような

年齢ではあるまい。

（“迄科年齢的人，是不会図中国前妻的出現而使家庭破裂的。”）

(1) 

24 あと一歩というところを暴走族に邪魔されて尾行を撒かれたので，
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すっかり意気消沈している。

（成功在望之吋，由子暴走族摘乱而失持追綜目杯，使他十分温喪。）

(1) 

25 「最大の緊張を強いられる時間でしたが，～」

（“那是最令人緊践的吋刻，～”）（‘令’も使役のマーカーの一つ。）

(3) 

中国語では使役と受動を一つの文の中で同時に表すことはできない。つ

まり、

を

26 太朗は母にその本を読ませられた。

27＊太朗叫母奈叫看了那本布。

28＊太朗被母奈叫看了那本有。

のようには言えない。ではこの使役受動文を中国語ではどう表現するのだ

ろうか。

29 （中略）特に相手に欠点も見つからないので，両親にまかせると答

えると，パタパタと婚約がまとまって，あっという聞に結婚させら

れてしまったというのが実情である。

（見対方外貌上井没有什之、明星的欠紙，地的回答是：“叫党父母作

主唱。”逮句i舌ー出口，婚事根快就定了下来，没多久就結了婚。）

(4) 

29は使役受動形「結婚させられて」に「しまった」が加えられて，「主語

の意志を超えて何かが起こったことを示している」ので，使役受動の意味

がますます強調されている。ところが，中国語の方は「結婚した」という

表現しかされていない。

以下の二例も同じように動作主（待たせる人）の存在を無視し，受け手

の意志的行動として表されている。

30 自分が十分ほど待たされたら，一時間ぐらいむすっとしているくせ

に」

（要是件自己等別人十分紳，那就会同一↑紳夫的ベ。〉 (2) 
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31 どうしても従いて来てくれという磯貝の頼みで病院に同行した哲之

は，最新の設備を誇る病院の待合所で三時間近く待たされた。

（因均机貝的再三要求，哲之眼他一起来到医院，在迄所以最新没各

而自豪的医院的候診室里，等了近三↑小吋。） (2) 

‘辻’の原義が生かされて，以下のように使役と受動の二つの意味を同

時に持つこともある。

32 「まったく年寄りの縁起かつぎには泣かされる」

（“老人迷信思想，真辻人没亦法。”） (3) 

しかし，被害の度合いが強い場合，以下のように‘被’を使うこともある。

33 すると百合子は，戸をひそめ，鶴田がもうじき会社を辞めさせられ

るのだと教えてくれた。

（百合子所了迄活，便情情告訴哲之悦鶴田不久就会被解雇，～）

(2) 

2.4 中国語の補語

1.1で、述べたように，受動文は話者が動作主より受け手に視点をおいて

いることを意味する。この節で受動に限らず，単文内での話者の視点の移

動，もしくは描写方法の変化を取りあげ，視点の移動が言語によっては受

動の表現の代用をすることがあるということを見ていきたい。

中国語学でいう「補語」とは，動詞・形容詞の後につく動詞，形容詞，

副詞等を指し，つく動詞・形容詞の補充説明をする。ここでは補語の中で

動詞の視点を変える働きを持つ結果補語，方向補語について述べる。これ

らは大抵の場合，軽声で発話され，本来の動詞としての統語機能を失って

虚詞化している。以下は‘被字句’の中の補語の例である。（日本語文は

受動文。〉

34 山根在外出倣工的地方被人殺承，～

（山根は出稼ぎ先で殺され，～） (1) 

35 小降、又被迭作主席。

（陳くんはまた議長に選ばれた。）

上の例文の下線部の補語は前の動詞の動作の結果や方向を示している。動
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詞は当然、の事ながら明示，もしくは暗示されている動作主の行為である。

その次の補語は動作主による行為の結果，行為の帰着点または行為の方向

を示しているが，それを受け手の側から見て叙述することがある。たとえ

ば， 34で補語‘死’は動作「殺すJの結果で，受け手の山根について述べ

たものである。 35では陳くんは「選ばれてJ，議長に「なった」のである。

以上の観察から，述語動詞「動調＋補語」の内部では話者の視点が変わっ

ている場合があると言える。能動と受動の表現が話者の視点の変化による

ものと考えると，中国語の補語は文法的に視点の変化を許すものとして，

受動表現に通じる機能を持っていると推測される。

次にあげる例文の日本語は受動文だが，中国語は‘被字句’ではなく自

然被動文で表されている。

36 我再也不想、巻逃逮是非圏子里去。

（これ以上，煩わしいことに巻き込まれたくない。〉 ( 4) 

37 如果是草出庫后不久就芸下的，那ゑ前迫的乗客約就会発現。

（出庫後間もなく残されたものであれば，前の客が気がついてもよ

いはずであった。） (3) 

これらはし、ずれも， 1. 2で述べた「受け手は特定のもので，動作の方向

性が誤解されることがなし、Jという自然被動文の条件を満たしている。結

果または方向補語は，受け手が動詞の動作を受けてどうなるか，またはど

うなったかを形容している。受動文は受け手に話者の視点がなくてはなら

ない。特定の主語があり，動作の方向が主語に向かうものであることが

はっきりしていて，動詞につく補語が「受け手がどうなったか，または動

作が受け手から見てどの方向に進むか」を表すのが自然被動文である。自

然被動文は，この点でただ何かについて述べる主題文と性格を異にしてい

る。

2.5 形容詞的受動文

直接受動文は，受け手が無生で話者が動作主をまったく問題にしていな

い場合，形容詞述語文的性格を帯びることがある。たとえば，以下の例文

は，ある部屋の様子を述べたもので，動作の結果の状態を「形容」してい
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る。

38 居間の壁に南宋風の山水画や中国語の絵皿が数枚飾られ，壁際のサ

イドボードには中国の酒瓶や古陶が並べられてある。床には字模様

の厚みのある中国鍛通が敷かれている。 (3) 

この訳文は以下のように表されている。

38’内客庁的塘壁上桂着南宋風格的山水画，送装怖着凡↑中国画盆，集

培的餐具橋中擢中国的酒瓶和古陶器，地坂上靖着有文字国案的厚厚

的中園地盤。

中国語の方は受動文ではない。これは存現文といわれるもので，人，ある

いは事物がある場所（または時間）に存在，出現，消失することを表す。

動作主がし、てもいなくても，話者の関心がそこになければ中国語では受動

文を用いる必要がない。以下の例文39は，動作主はいるが，話者の言いたい

ことは「新しい花の出現」である。例文40は動作主を考えることが難しい。

39 花筒には新しい花が供えられ，墓は清々として保たれていた。

（括花筒里供着新括的花，墓地保持得清浩，～） ( 3) 

40 電話は発信が何回かあったが，メーターに度数が表示されただけ

で，相手のナンパーはわからないという。

（宅i舌倒是打迂凡次，氾景本上只記録了打宅活的次数，但不知対方

的屯活号碍。） ( 3) 

例文39は動作主が有生，受け手が無生， 40は他動詞スルに相対する自動詞

の欠如を補うための受動表現で，無理に動作主を「メーター」，受け手を

「度数Jと考えればどちらも無生ということになる。中国語で存現文にな

るような日本語の受動文は動作主は有生でも無生でもよいが，受け手は必

ず無生でなければならない。

しかし，存現文はもちろん受動表現ではないので，以下のように日本語

の能動文の訳にも使うことができる。

41 机の上に一匹のおもちゃの犬がおいである。

（写字台上放着ー只玩具狗。） ( 5) 

42 壁には彼女が自分でかし、た絵が掛けてある。
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（堵上娃着一弘地自己画的画JL。） (6) 

41は下線部を「おかれてある」に変えてもそれほど意味が変わらない。

42の下線部は「掛かっているJ「掛けられているJに変えることができる。

このようなタイプの日本語文が存現文になるのであって，同じ～テアルで

もその処置をした人の存在が意識されている場合は，下の例のように存現

文にならない。

43 ホテルはもう予約してあります。

（酒店己預河了。）

44 友人からの手紙には，中国留学生活における状況が書いてあった。

（友人的来信悦到了他的在中国留学生活的状況。） ( 7) 

2.6 ‘在～下’

介詞（前置調）‘在’は，

在＋名詞（句）または動詞（句），形容詞＋下

の形で「動作が生じる，または状態が存在する前提，環境」などを示す。

以下の例文は，日本語で受動文のものを‘在～下’で訳出しているもので

ある。

45 哲之に何度もせっつかれて，陽子はべそをかし、たような表情のまま

スプーンに水を入れて来た。

（在哲之多次催促下，阿子才突喪着用股子盛了水来，～） (2) 

46 食事がすむと，哲之は陽子に促され，パジャマに着換えた。

（吃泣t反，哲之在阿子的催促下換上睡衣，～） (2) 

45と46は日本語文の受け手，動作主共に有生である。しかし，以下のよう

にどちらか，または両方が無生であってもかまわない。

47 疲労に圧倒されて，あの時，あの幼な子のために犯人は必ず捕えて

やると，自分自身に誓った言葉を忘れるともなく忘れていた。

（在元休止的疲労折磨下，尽管自己不想忘i己但実阪上却把当初来自

立下的苅了幼JL，笠決捕荻凶犯的誓言，描到了脳后。） (1) 

48 店を閉めてもう何ヵ月もたったような喫茶店の看板が，冬に逆戻り

したみたいな冷たい風にあおられて音をたてていた。
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（瑚時宿的招牌在倒退団冬天一般的i令夙拍打下友出声日向。） (2) 

受動文の受け手にあたるものは， 45のように‘在～下’の後においても

よいし， 48のように‘在’はの前におくこともできる。 45～48では，この

受け手と‘在～下’の後にくる文の主語はまったく一致している。（たと

えば， 45の例文で，「陽子は哲之にせっつかれたj，「陽子はスプーンに水を

入れて来た」）しかし，以下に見るように‘在～下’以下の文の主語は，受

け手とまったく同じではなくても，何らかの関係を持っている語であれば

よし、。

49 野崎弘は，長い時間寒気に晒されて，全身が麻薄しかけていた。

（野崎弘在長吋岡挨凍之下，全身i家信元法劫弾，～）

（‘挨’は「受ける」の意味。悪いことに用いる。） ( 4) 

「全身jは言うまでもなく「野崎弘」の「全身Jである。この関係は 2.1

で扱った日本語の間接受動文を思い出させる。しかし，‘在～下’の構文

では「わたしは先生に子供をほめられた」「彼は六歳の時父に死なれた」な

どの文を表現することはできない。‘在～下’と次に続く文は支配関係が

うすいので，以下のように動作主や受け手が不明瞭な場合でも表現できる。

50 国家という巨怪に踏みつぶされて，あがきの痕は，初めから何事も

なかったかのように帳圧された。

（在国家逮具鹿大怪物的践踏下，以ー弄始起，迭持まし就元望地被報

得粉砕。） (4) 

上の文は「国家に踏みつぶされたJx，そのXの「あがきの痕Jのように

Xとし、う人物を想定できるが，文中には表されていない。

このように見ていくと，一般的に日本語で，「受け手Xガ 動作主Yニ

Vラレテ（それが原因となって，または引き金となって） xガ V」の

ような文が，中国語では‘在～下’で表現されている。これらの日本語の

受動文は常に複文を形成しているが，‘在～下’の中国語文は単文の時も

ある。

2.7 ‘有人’

下の例文の日本語受動文はし、ずれも動作主を明確に述べていない。

-198- (13) 



51 「本人の会いに行ったとし、う“都内の知合い”の割出しが先決であ

る」という意見が出された。

（有人提出，“必須首先推測出死者要会見的京京市内的‘熟人’。”〉

(3) 

52 「私，水木です，水木アリサです。私，追われているんですJ

（‘我是水木，水木阿荊務。有人在追我 ～’） (1) 

53 アリサは殺されると訴えたのだ。

（阿荊疹悦有人要恭地，～） (1) 

中国語では‘有人’という語を主語にして能動文として訳している。

‘有’は動詞だが‘人’と結びついて一語のようになり，全体で「ある人

が，誰かが」と不定の人物を指す。‘某’（「ある」）と違うのは‘有’には

やはり動詞としての性質が残っているということだ。‘有人’は‘某人’

と違って「ある人がし、て，その人が」というように文の構造上，段階を

持っている。‘没（有）人’とし、う否定形もある。以下はその例である。

54 母屋はここしばらく使われていなかったらしく，～

（主房f＆長吋間没入居住，～） (1) 

55 「おまえのアリバイが証明されない限り，出稼ぎ殺しの容疑が最も

濃いのだ」

（“要是没人i正明体出車在外，就洗刷不捧兼人的嫌疑。”） (1) 

‘没人’は英語の nooneのように語の中に既に否定の要素を含んでいる。

‘有堆’も‘有人’と同じように使われる。（否定形は‘没有堆’〉

56 「あなたは昨日確かにだれかに追われていた」

（“昨天碗実有堆在追起宏、～”） (1) 

例文の51～56の‘有人（または堆〉’はすべて動作主であった。以下の

‘有人’は受け手である。

57 「しかし，だれかが雪崩に巻き込まれたかもしれなし、」「だれが巻き

込まれるというです？J

（‘也i午有人給雪崩埋了。‘体説有人遇准了？ 4）’〉 (4) 

受動文中に動作主が表れていない場合，次のような理由によると考えら
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れる。①動作主がわからない場合，②話者の興味がない場合，③文の前

後，または発話場面において動作主が自明で，受動文中で繰り返す必要が

ない場合，①動作主がし、ない場合である。 53～57の日本語の例文を見てみ

ると，①，②または③の理由で動作主が述べられていないと思われる。し

かし，その動作主の存在は重要で，「動作主Yが何かをする／したJという

ことが事態，受け手または話者に影響を与えることが前提となっている。

‘有人～’の文で特徴的なのは，能動文でありながら話者の視点は主語

の‘有人’以外にも置けるということである。‘有人’はいわば「顔のな

い人物」なので久野 (1978）の述べるように主語の位置にあ・っても視点を

置きにくしぺ能動文と‘有人～’の文，受動文の視点を簡単にまとめる

と次のようになる。（下線は話者が視点をおいている箇所を示す。〉

58 （能動文） 太郎在追阿荊夢。

（太郎がアリサを追っている。）

59 （‘有人’） 有人在追阿荊疹。

（アリサを追っている人がし、る。）

60 （受動文〉 阿荊務被太郎在追起。

（アリサが太朗に追われている。〉

2.8 語葉的受動表現

動詞の中に既に受動の意味を含んでいるものがある。このような動詞を

使えば，受動文を用いることなく受動の意味を表すことができる。‘遭

（到〉，挨’は悪いことに用いられる。‘受（到），得（到）’にはそのよう

な制約はない。

61 「主人は人から怨まれるような人間ではありません。けんか一つで

きない人で，そんな殺されるような怨みをもたれるはずはないです。

（“没有人怨恨他。連架都没有砂i立的他，；~i入会主吉下遭人暗算的菟仇

哩！”） (1) 

62 青田孝次郎の七月十二日のアリパイは間もなく証明された。

（青田孝次郎七月十二日没有在系人現場一事，｛良快得到t正実。〉

(1) 
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日本語の「（～を）受ける」は少しかたい表現で，結びつく語（「～（を）」

の部分）も割合限られているように思う。だが，中国語ではそのようなこ

とはなく，以下のようなくだけた表現にも用いることができる。

63 「わたし，まだ二十一よ。男の人にちやほやされたら，やっぱり嬉

しいし，心が動くわ」

（“我オ二十一歩暁，受到男人的奉迎，忌日会高夫，会劫心的。”）

(2) 

64 陽子に冷やかされ，彼は照れて笑った。

（受到阻子的瑚弄，哲之不好意思地笑了。） (2) 

以上で述べた語嚢的受動表現は，制約はあるものの動作の内容を選択す

ることができた。以下は語葉的に個別的な受動表現である。

65 （行雄は）大山とはおさななじみで，中学までいっしょだったが，

「ずるがしこいガキで行雄はいつもだまされてばかりいた」としづ。

（行雄和大山是幼吋的朋友，一起念到中学。在老人的眼里，“大山是

↑滑失，行雄忌、是上他的当。”） (1) 

‘上当’は「だまされるjとし、う意味で，間にある‘他’（「彼J）は動作主

「大山」を指す。

66 417号機の不明は，膝元の百里基地においてすら限られた人間しか

知らなかった。

(417号机的失綜一事，｛又限子百里基地有関人見オ了解真情。）

(4) 

‘有関’（「関係がある」）は本来は動詞だが，形容詞として用いられてい

る。日本語文の方も「Yが人聞を限るJのように動作主Yを設定しにく

く，形容詞的表現である。

3. おわりに

本稿では受動文のプロトタイプしか扱わなかったが，使役文，自動詞

文，他動詞文などのプロトタイフ。を考えることももちろん可能である。文

法現象の世界では，それぞれのプロトタイプの周辺が重なっている。その
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重なり方は言語によって違いがある。ここでは中国語の受動文のプロトタ

イプの周辺にどんな文があるかをみてきた。

それをもう一度整理してみると，次のようになる。まず，中国語の使役

文は間接受動文の補文を名詞化し，主語として表すことができる。これに

より，補文の内容が被使役者に影響を与えたことを表せる。中国語の受動

のマーカー‘被’は歴史的には一個の独立した動詞で，受動の意味しか持

たない。しかし使役のマーカーは「～させるj→「～することを許す」→

「～されるJのように受動の意味をも担う。中国語の動詞にはよく結果補

語，方向補語といわれるものがっしこれは中国語に結果動詞が比較的少

ないこと，中国語は動作の方向を詳しく述べる傾向があることによる。こ

の補語が文法的に視点の変化を許す働きをしているので，動作主が主語で

ある場合も，話者は受け手の側の描写ができる。形容詞の性格が強い受動

文は，中国語では存現文で表される。存現文は示される状況を作った動作

主にはまったく関知せず，ただその状況を形容することができる。その他

に介詞‘在’をおいて主語がその影響を受けたことを表す‘在～下’の構

文，不定の人を指す‘有人’の構文，語葉的受動表現なども，受動文のプ

ロトタイプの一部分を共有して「動作主の非焦点化」を行なっている。

注

1) 柴谷 (1989) p .89 

2) 劉叔新 (1987），楊凱栄 (1989）などを参照。

3) 楊 (1989）では日本語の間接受動文を‘被’を使って表せる例をのせている。

－彼にこうして座られると，何も見えなくなってしまった。（被他送手ー坐，我

什ネ都看不児了。）

・彼女に泣かれてしまうと，どうしたらし、L、か分からなくなった。（被地迄1..一
突，我不知道；~z.亦オ好了。）

ただし，このような‘被字句’は例外的であるとし、う。

4) 現代中国語では「誰」と「誰かjの語嚢的区別をしない。

5) 久野 (1978) p .148「談話主題の視点ハイアラーキー」
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